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海藻と海草の放射性物質濃度

荒川 久幸
（東京海洋大学）



1.背景

• 2011年3月11日の原発事故以後、多くの種類の海洋生物の汚染状況が調べ

られた。

• 海藻について放射性物質濃度の経時変化の知見は少ない。

• 海藻の134Cs、137Csおよび110mAg濃度の経時的変化を明らかにした。



Fig. 1 Sites from which seaweed and seagrass were collected on 
the Fukushima coast. 

期間：2012年5月-2015年1月
16種
83試料

110mAg, 134Cs, 137Cs
分析時間：2時間～20日

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2012年中は３各種ともほとんどのサンプルから検出された。



スガモ
P. iwatensis

アラメ
E. bicyclis



Table 1. Efficiency half-life (Teff) and ecological half-life (Teco) of radioactive materials in the 
seagrass P. iwatensis and brown alga E. bicyclis.



Fig. 4 Radioactive concentration ratios of radioactive materials of P. iwatensis 
and E. bicyclis

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
両種とも134/137Csは同じように減少するのに対して、110ｍAg/137Csではスガモでとても高い値を示した。物理学的半減期が250日であることを考えると海底の粒子中の110ｍAgを積極的に3年近く取り込んでいたと考えられた。
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様々なトラブルに耐えて10年以上測定を継続している
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・機器故障により外部からデータ閲覧できない。
・外部からモニターできないと非常に不便。

⇒ロガー本体の設定、温湿度・重量計（1台）接続。
これから、データの蓄積、外部閲覧を稼働予定。

（東大海洋研 杉原さん協力）
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